
1 単元のねらい

Fuzoku Daytこ来校するInternationalGuestsに学校生活や外国の様子について質問し

分かった内容をまと ヲ友だちに話して伝 る。

っ
け）子どものとらえについ

本学級の生徒はヲ表現活動を好みう特に英語を舵って誰かと主流する活動に大変意欲的に取り組

むことができる。これは小学校外国語活動での音声を中心とした外国語八の慣れ親しみと相手意識

のある活動によるところが大きいと考える。以下に示すふりかえりはヲ昨年6月にアメリカの留学

生に英語朗読麗I/を披露した際のものである。小学校外国語活動で学習した『桃太郎』を班ごとに発

表L，その後班員と留学生とで質問し合うなどの交流の機会をもった。

日は桃太郎の発表をしました。自分の英語が通じるか心配だったけどヲジェスチャーなども使つてなんと

か分か、ってもらえました。質問もお互いに聞けてよかったです。またこういう機会があったら積極的に話を

したいです。もっといろんなことが聞きたかったのでこれから英語をがんばります。 （生徒A)

。（これまでに学習して）知っていることだけでも意外と理解できて驚いたし，通じてうれしかったです。もっ

とちゃんとした話ができるようにもなりたいです。 （生徒B)

・小学校でも桃太郎は発表したけど，話を知っている日本の人に見てもらったのでラそれはそれでがんばった

と思ったけど，今日はアメリカの人だったからq それで、分かつてもらって拍手してもらってすごく嬉しかっ

たです。 （生徒C)

生徒Aは自分の英語の知識や能力で会話が可能であるか不安に思いながらも9 ジェスチャーなど

を使つてなんとか留学生とコミュニケーションを図りヲそれができた達成J惑を得ている。生徒Bも

既習事項や自身のこれまでの知識によって意思疎通を図ることができた喜びを感じておりラ学習し

たことが実際のコミュニケーションの手段として役立ったことを実感している。また，このような

交流の機会がさらに英語を学習したいと思うきっかけになっていることが両生徒のふりかえりから

分かる。

実際に自分から発信した英語が他者に通

ーであればヲその達成惑はなおさらであると考

最も生徒が達成感をもてるの

じたときであろう。その相手がネイティブスピー

英語を学習していてラ

えられる。生徒Cのふりかえりからはそれが

意図的かっ計画的に設定すること

山本単元の内容と外国語活動。

りありと感じられる。このような言語使用の場面を

自ら聞いをもち学び続けるためには必要なのである。

る問いをもち追求する姿との関わりについて

はう毎年FuzokuEnglish という と英語で交流する機会を設けて

レ、る。 日常生活に身近になってきたが9 それでもも生徒には列、国の方と

うf社たはあまりはいのが現状であるつこのような機会に生徒は i英語で話したい」；相手が何を話

しているのか分かるようになりたい」と強く思うようになりヲ何を学習していくと自分の思いが達

成できるだろうか町と主体的に英語学習に取り組むようになる。本学校圏外国語活動。英語科で

は，表現するために必要となる単語，文法匂表現方法を身に付けるなどといった匂目的を達成する

めに自身の思い描ぐ姿に一歩ず、つ近づく際に生じる疑問や願いを「問いJ としている。そこ
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単元の冒頭においてヲ外国の方との交流を通して知り得たことをまとめ，お互いに共有

う単元全体の回擦を提示することによって9 間いをもち追求する姿が見られるのでは

る。このように提示することでヲ生徒に単元を通した自的意識が芽生えること

(3）本単元の内容における問いをもち追求する姿を育成するための具体的

うとい

いかと

生徒が間いをもち，追求する姿を求めて9 本単元では教科構想で挙げた3点のうち，

重視して単元を構想する。
ワ
.<,; 

①子どもが「思t＼」を抱くことのでEきる教材の工先

中学 1年生は英語学習の入門期である。生徒の学習意欲の継続 向上のために司この時期に英語

という言語の有用性や，英語を介したコミュニケーシヨンの成功体験を生徒が複数回経験する

を計画的に設定することが重要である 品。そのためにはη どのように生J徒と教材を出会わせ

るかがポイントとなる。小学校での外国語活動においてヲ音声面を中心とした英語でのコミユニ

ーションに慣れ親しんだ生徒達は，英語で自分の伝えたいことを伝えることができたときヲま

たヲ他者から得る英語の情報を理解することができたときに達成感を経験している。そこで．単習

したことが実際のコミュニケーシヨンの場で表現するのに有用な材料になることを実感するこ」カヌ

マるように，単元の終末に外国の方へのインタビュー活動を仕組む。また，そこで知り得た情報

を友だちに伝える活動も設けることで，この一連の学習活動に対する使命感や学習意欲も増准する

？？と考える。例年 Fu山一 Engl凶 Day後には生徒からヲ「もっとたくさλノの外国の方と主主主

したかった」「他のグループはどんな人と主流したか知りたいJといった声があがる。それはー今
ぞ

干徒がInternationalG附

することで，生徒の抱く「もっと」という思いに応える単元構造になると考える。つまり，自分自

身が直接全ての方との交流ができなくてもヲ友だちからの情報により相手について思いをはせあと

とや，来年の交流での相手と自分の姿を想像するなどが可能になるということである。 ｝一

②「伝えたいJ「知りたL＼」という気持ちをくすぐる指導の工央

本学校圏特別支援教育部の研究の一環として9 授業のユニバーサルデザイン化を中学 1年生英語

？授業で取り組んでいる。本単元の授業に先立 Lってヲ生徒の学習意識調査を行った。教科構想で挙

げた以下の4点にりついて，生徒の授業での実態（授業中に行う学習活動や教師のはたらきか間十

援に対して生徒自身がどのように感じているのか）に触れつつ述べていく。生徒は「英語ができ;: 
ようになりたし＼J

応える手立てとしてラ生徒の「伝えたい」「知りたい」という気持ちを引き出す指導に，学習意識

調査の；惜果を取り入れている。

(i）相手の立場や考え方を尊重しながら自分の考

(ii）気付きが生まれる
きる学習環境

竺ア V司 1、

匂」 ζ

制明確な指導自；擦のあるコミュニケーショ の充実

同様々なタイプの学習者にあった学習方法の提示

iλ 
上記（i）～邸）を目指して，本単元では帯活動として二ピクチャートークを行う。これはラン

ーされる写真から 1枚選びラその写真上に現れている人物に自分がなりきり，自身についての

ートナーに伝えるという活動であるc パートナーは相手から得た情報やもと

に

ピュ

思っているのか，

ペコし＼

りとりを品売けることを目指す。 i毎回どのよう

てることが求められるc
、F， 
k司⑤

るc 初めて出会う

情報をより詳しく知る

えをめぐらせることに

に

どめよう

で質問

る。生徒はすすんで辞書
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3 9 。インタピューをまとめよう
HJ 。インタピ、ユー内容を伝えられるように各班工夫しでまとめ

る（アナログスライドショー）
11 0 International Guestsについて語ろう
12 ・InternationalGuestsについてわかりやすくまとめて話す

と小学校外国語活動との関連について

は，まずアメリカの中学生の学校生活について教科書読解を通して知ることから学習

始めた。教科書本文は勺ピデオレター形式でサンフランシスコの中学校生活の様子が日本の中学生

えられており，インタピュアーが疑問詞を含む疑問文で授業内容や放課後の過ごし方な

ど！こついてたずねている。疑問詞を含む疑問文とその応答の仕方を学習することによってヲ学習去

は河lりたいと思っていること附する情報獲得の手段が増える。本単元の学習を通してヲ生徒が本

当に知りたいミ感じることについてたずねる手段を獲得することを目指した。またヲ相手からの求

めに応じた返答もあわせて学習していった。

本単元で学習する疑問詞を合む疑問文は小学校外国語活動でも扱われている。例えば， Hi 

friends!2のLesson6では時間をたずねる叫attime ？”を扱っておりヲ生花にとってはなじよ

のある表現である。本学年の生徒は， 4月の英語学習のスタート時から小学校外国語活動でも行一

ていたリズムチャンツを継続して授業で、行 vっている。本単元の学習でも，なじみのある表現をリ

ムチャンツのような慣れ親しみのある活動で繰り返し口にすることによってヲ生徒は抵抗感なく疑

問詞を含む疑問文を習得することができるだろう。本学級の生徒に対して授業への取り組みやすさ

や理解度についてのアンケートを実施した中に，「リズムチャンツで単語や英文を覚える」という

項目があった。これに、ついて，約88%の生徒が「わかりやすい＠取り組みやすい」と解容しアい

る。外国語活動を経験している 1年生ということもあっ』てか，音声としての英語に対する反応がよ

い。上述のように，これまで各単元のターゲツトセンテンスを含むリズムチャンツを継続して行っ

てきたが，繰り返し口ずさむことでラ自然に覚える生徒が多かった。英作文で表現したい内容に適

切な文型を思い出せず9 困っている生徒に対してチャンツのリズムを一節歌うとヲ「あ，あれだ！」

と気付くことができ，構文のヒントとしても役立っている。リズムチャンツは対話形式になってお

りヲ内容は身の回りの出来事や習慣などを話題としてヲシンプルな表現で構成されている。

てq チャンツを思い出すことでラ生徒は授業の様々な機会で自らの表現活動に活用すること

A
出
関
川
U
川

るのである。

(2）第 i次の掻主義より（表現活動のた

第］次ではヲ外国の学校の様子と日本の学校の様子を比較し，その違いカλら生徒が外国について

の興味や学習意欲をもつように授業を構砲した。またヲ疑問詞を含む疑問文と

を目指すに当たって，教科書読解を通してヲ様々な疑問詞

授業の冒頭でFuzokuEnglish Dayに参加する

行った。このクイズでも疑問詞

う心掛けた。クイズの内容はη 毎年釘uzokuEnglish Day後に行うアンケートでラ

いこととして生徒が挙げる項目を中心に作成し，外国の生活の様子に生徒が興味をもつことを

いとして行った。その興味付けをもとに町：InternationalGuestsへのインタビュー活動へつな

いくことにした。その結果ラクイズで使用した英文を思い出して第2次のインタピュー活動で表期

する生徒の姿も見られた。

ょっ

き

、－
' d 

してほし

ら

たいことを調べたりラ相手の言ったことは何を伝えたいのかを調べたりする。生徒の約88%が「ピ

クチャートークなどで、実際に英語を使って話をする」ことは取り組みやすい，分かりやすいと解答

している。実際に自分が学習したことを使って話してみてラ相手からの反応がすぐ見えるこの活動

は白身の習熟度が分かりやすいのであろう。お互いが同じ写真について話すのだがヲ着眼点により

表出される英文は異なることがある。自分が思い付かなかったような英文で相手が話を切り出す

とヲ自分も次回はそのように話してみようとお互いに気付きが生まれるのである。また毎回のピク

チャートークの最後には教師と生徒によるピクチャートークを行う。代表の生徒と教師が会話する

のを他の生徒はしっかりと聞き9 その後の自分自身の表現活動に活用できる。生徒同士で安心して

表現活動に取り組むことのできるうまた多くの人の前で話すときにも安心して話すことのできる環

境を学習者同士で作りとげる学習の場の規律を生徒聞で作るからこそ可能で、ある活動だと考える。

また制様々なタイプの学習者にあった学習方法の提示についてはヲ本学校園特別支援教育部

(H27年度より学習生活支援研究センターに改組）による授業分析や生徒の意識調査をもとに，学

習者の学習方法や授業者のはたらきかけを工夫する。これによって生徒の「知りたいJ「伝えたい」

に応えることができるのではないかと考える。

教室内には様々な認知特性をもった生徒がおりヲともに関わり合’いながら援業に取り組んでい

る。一斉授業の形態の中にもヲそれぞれの認知特性に合わせた情報提示方法や学習活動を提供する

ことができる。そこで9 本単元では特に「焦点化」「視覚支援」「共有活動Jの3点を重視し？さま

ざまなタイプの学習者に合わせた学習活動をいかに 1時間の授業時間内に盛り込むことができるか

を考える。以下の表に本単元を通して行う学習者の学習活動と授業者のはたらきかけの内容を示す

（日本授業 UD学会， http://hwm8.gyao.ne.jp/kokugouniversal/参照L
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共有活動

＠生徒聞で説明し合う機会の設定

－短時間で複数の生徒と交流する機会の設定

視覚支援

－口頭指示の図示

＠映像資料の使用

学習者が安またラこれらに加え，毎時間継続して行う習慣化した活動を授業に組み込むことでヲ

心して学習に取り組むことができるよう配慮する。

属関計E富（金12時間）

1 

焦点化

・ポイントを絞った文法説明

。簡潔な口頭指示

0単元の目標を知ろう
・ Fuzoku English Dayについて知り， International Guests 
に興味をもっ

O人についてたずねよう
宙人物クイズ

0時聞についてたずねよう
。地図アプリで世界旅行

0 International Guestsについvて知ろう
－国旗や日本との時差にvついて知る

I : I °''"0~~~一叫う①I I ・学校生活ジグソーリーディング
i 5 I Oどちらが人気か比べよう
｜！  。，，；手続内アシケート

I 6 Ioいろいろな疑問文に慣れ親しもう②
I I ・なりきりペアインタビュー

! 2 7 I O International Guestsへの質問
I I I －グループ聞でのインタビュー
I I 8 I O International Guestsにインタビューしよう
I I I ・ English Dayで実際に，インタビューする

帯活動

0ピグチャートーク
(i）自分の事実を 1つ伝えてから相手

に質問する
(ii）写真の情報をもとに自分のことを
述べる
相手はそれに対して質問する

※Yes/NoQか

えよう

円
／
臼

ρ
り

1
上

主な学習と具体的な学習・内容時

2 

‘〉
d 

3 

次



(3）第 2次の授業より（相手のある表現活動ー InternationalGuests について知る） 、

第2次では，生徒が相手意識をしっかりともてるようにInternationalGuestsからのビデオメッ

セージを見ることから学習を始めた。世界の各地から島根に集っているInternationalGuestsが，

彼らそれぞれの母語ではなく英語で自分たちに語りかけてくる映像を見て，生徒たちは興味津々で

あった。名前や出身国が聞き取れたことをうれしそうに話す生徒もいた。ビデオメッセージを見た

ことにより，自分が交涜をする相手に対する具体的なイメージをもつことが可能になり，相手意識

が明確になった
前次までに学占した疑問詞を合む疑問文の復習後に，班ごとにインタビュー内容について話し合

ぃ，英語でどのようにたずねるとよいかを考えた。そこでできあがった疑問文を他の班とペアに

なって模擬インタビュー活動を行った。お互いに作った疑問文を共有することで，自分がたずねた

い内容の疑問文をつくる際，どのような視点で疑問文をつくったらよいかを考える手立てにするこ

とができた。実際のインタビュー場面を想定して友だちに質問をすることで，自分のたずねたいと

思っている内容が相手に理解してもらえるかどうかを確認する機会となった。また，突然質問から

インタビューを始めるのではなく，コミュニケーシヨンとしてのインタビューを意識できている生

徒の姿が見られた。あいさつをしてから質問を始めた生徒の姿について授業中に触れると，他のf
ノレーフ。でもあいさつを交し合うようになった。また，麿突に質問からインタビューに入るのでは叫

し自分自身や日本のことについて少し述べてから質問を始める生徒もいた。本単元で帯活動とし

て行ってきたピクチャートークでの経験を生かしている生徒の姿である。

第7時までの授業を経て， FuzokuEnglish Day 

を迎え， InternationalGuestsとのインタビュー活

動を行った（図 1)。第 1次で行ったクイズがヒン

トとなって，下調べをしてInternationalGuestsの

出身国に関する質問を考えた生徒もいたが，当日

Guestsが行うプレゼンテーシヨンの内容は事前に

生徒に伝えなかった。そのため，自身が質問しよう

とする内容についてGuestsがインタビューより先

に話題にするかどうかが分からないので，あらかじ

めの質問の量が大量になった生徒もいた。 図 1: Fuzoku English Dayでのインタビューの様子

インタビューの時間として与えられた10分間は，

なんとか自分たちで会話を続けるよう工夫することと課題を設定したが，どのグループもしっかり

とインタビュー活動に取り組むことができた。

(4）第 3次の授業より（相手のある表現活動ー友だちに伝える）

第2次でのインタピユー内容を受け，班ごとにプレゼンテーシヨンができるようにまとめる活動

とプレゼンテーシヨン大会を設定した。プレゼンテーシヨン大会は2学級ずつ合同で行い，同じ

International Guest にインタビューした 2班のプレゼンテーシヨン内容を比較し，どちらの班の

内容がより興味深いか，伝える際の英語力はどうかという観点で相互評価した。

自分達がインタビューした内容は他の班の友だちは知らない情報であるので，インタビュー時？

メモをもとに，必ず伝えなければならない情報やぜひ友だちにも伝えたいと思う情報を班で話し合

ぃ．プレゼンテーシヨン内容をまとめていった。 InternationalGuestsはほぼ英語で話し，生徒が

理信できずに困ったような表情をすると，ジエスチャーや視覚資料で補足をしてくれた。そのこ

とを生徒もよく覚えていて，自分達が英語（ことば）で伝えられないことは視覚情報でカバーす

るなど工夫をしてプレゼンテーシヨン資料を作成することができた。また，プレゼンテーユ／ヨン
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の際も，一方的に情報をフローする形式ではなく，工夫して伝えることを意識した班が多かった。

International Guestsとのやりとりを思い出して，聴衆に問いかけをしたり，クイズ形式にして内

容を紹介したりと，どのように伝えると相手にとって分かりやすくなるか，興味をもって聞いても

らえるかということを考えた相手のある表現活動にすることができた。

5 おわりに

本単元の終末に行ったふりかえりを以下に挙げる。

－様々な国の文化について知ることのできるよい機会となりました。何とか無事発表を終えることができ，安

心しました。日本の食べ物などを好きとおっしゃっていた方が多かったので，日本の文化・食事を誇りに思

おうと思いました。来年のEnglishDayが楽しみです。 （生徒D)

・ English Dayを通して，いろんな国の生活を聞いたりして，日本と同じだったり，違ったりするところをた

くさん発見することができました。たくさんの量の情報を発表にまとめていくのは大変でした。他のグルー

プの発表で分からない単語もたくさんあったけれど，これからしっかり分かるようにしていきたいです。

（生徒E)

・ゲストのみなさんとのお話をすごく楽しみにしていました。実際にしゃべりたいことがたくさんあったけれ

ど，それを英語でしゃべるのは大変でした。これからもっと英語の勉強をがんばらないといけないなと思い

ました。 （生徒F)

これらの生徒のように，多くの生徒が外国の生活や文化に触れることについて好意的にとらえ，

来年度のEnglishDayを楽しみにするとともに，自身の英語力の向上を目指すと述べている。ま

た，自国の文化や生活について顧みる機会になったこともうかがえる。実際に外国の方とのコミュ

ニケーションを経験したからこそ，もっとできるようになりたい，分かるようになりたいという気

持ちが自然とわき出て，学習意欲へとつながるのだろう。

外国語は短期間に習得が可能なものではないが，中学校3年間の英語の授業で行う様々な言語活

動を通して，英語を理解し，英語で表現できる実践的な運用能力を養っていかなければならない。

そこで課題となるのが言語の使用場面をどのように授業中に設定するかである。学習指導要領に

は，「実際に言語を使用して互いの考えや気持ちを伝え合うなどの活動においては，具体的な場面

や状況に合った適切な表現を自ら考えて言語活動ができるようにすること。」とある。本単元の学

習では，終末に目的意識と相手意識の両方を満たす活動を仕組むことができたが，毎回の授業内で

このような設定は理想ではあるが難しい。いかに生徒にとって有意味かっ実際の使用場面に近付け

た言語活動の場を設定するかが今後も課題である。

中学1年生という時期は，「伝えたい」「知りたい」と思うことと英語力（言語運用能力）に隔た

りがあることがもう一つの課題といえる。しかし，本単元のように生徒の「伝えたい」「知りたい」

という思いがあれば，生徒は自ら辞書を用い，既習の知識と合わせて自分なりに表現を工夫するこ

とが分かつた。そして， 2年生や3年生で学習する文法事項であっても，自分で調べて伝えられる

文にしたのだという自信が支えとなって，積極的にInternationalGuestsに話しかけたり，プレゼ

ンテーションの場で発表したりすることができた。本単元では疑問調を合む疑問文がターゲットセ

ンテンスであったが，この学習を経て，自らが必要とする情報を得るためにどのような質問を投げ

かけると相手から適切な返答を受けることができるかということが分かり，随分とコミュニケー

ションの内容が向上した。

今後も，まず生徒が「知りたい」「伝えたい」と思うような教材との出会いや，その学習過程で

生じる「知りたい」「伝えたいJに応えることができるように研究を深めていきたい。

（文責岩崎香織）
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